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第3回 六角川流域水害対策協議会の開催概要

＜主な意見＞
【六角川流域水害対策計画（素案）について】
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〇令和7年1月9日に、「第3回 六角川流域水害対策協議会」を開催。
〇ワーキンググループ等を経て取りまとめた計画（素案）内容について説明を行い、「六角川流域水害対策計画（素案）」を了承。

 今後、パブリックコメントを実施し、地域意見を踏まえて、令和7年3月末を目途に計画策定を目指すことを確認。

・治水はイコール地方創生だと考えている。これまでの水害対策では水害を防ぐという
のがメインであったと思うが、人口減少社会においては水害対策だけではなく、水害
対策とセットでまちづくりや都市開発がなされることではじめて治水対策になるという
発想が大事であると考えている。

・重点地区の橘については、様々な対策を組み合わせて総合的に水災害対策をして
いくということだが、何をやるのか見えた方がいいと思う。

・全体のスケジュール、20年の計画の中で、いつ、どういうことが実現できるのかを見
せていくことが重要である。 

（武雄市）

・田んぼダムを中心に取り組んでいきたい。六角川流域全体で取り組みを広げていか
ないと、さらに上の雨に十分に対応できないのではないか

・途中途中で貯めていくことが重要であり、それを積み重ねていくことでより完成形に
近づくと考えている。流域全体の合意形成に協力していきたい。

 （嬉野市）

・農地の保全というところを書き込んでいただいているのでご配慮いただいているとは
思うが、土地所有者と耕作者は別人であり、買収方式だと土地の所有者は了承して
も、耕作者は生業がなくなり問題となっている。将来トラブルを避けるという意味でも
しっかりと地元の方の意見を聞いていくというところはご配慮いただきたい。

（北部九州土地改良調査管理事務所）



パブリックコメントの実施内容【広報】
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〇令和7年1月21日～2月21日の期間で、計画（素案）に対するパブリックコメントを実施。
〇意見募集にあたっては、 WEB サイトへの掲載や、市広報誌による周知を実施。

＜パブリックコメント開始の記者発表＞ ＜募集案内（WEBサイトへの掲載状況）＞ ＜武雄市広報誌による意見募集の周知＞



計画（素案）の縦覧・説明会の開催

3

○武雄市で令和7年1月26日（日）にシンポジウムを開催し、流域水害対策計画（素案）の内容をパネルディスカッションを通じて説明した。
○また、重点整備地区である「橘地区」、「朝日地区」、「北方地区」3会場で住民説明会を開催した。

＜武雄市シンポジウムの開催＞

No. 場 所 No. 場 所 No. 場 所

1
国土交通省
武雄河川事務所

5 武雄市役所１階 9
武雄市
北方公民館

2
武雄河川事務所
朝日出張所

6
武雄市
武雄公民館

10
武雄市
東川登公民館

3 佐賀県庁１階 7
武雄市
橘公民館

11
武雄市
西川登公民館

4
佐賀県
杵藤土木事務所

8
武雄市
朝日公民館

素案の縦覧・意⾒箱の備え付け場所

ご意見募集期間：令和7年2月21日（金）まで 意見箱等による募集と併せて、令和7年1月26日に武雄市の治水シンポジウムにて、

流域水害対策計画（素案）の内容について説明。

シンポジウムでは、パネルディスカッション形式で、各機関が取り組む内容等について
来場者に分かりやすく説明した。

シンポジウムの来場者数は約250人であり、当日の様子は下記動画サイトでも配信。

URL：https://youtu.be/rDsVKBdTKww 

＜住民説明会の開催＞

流域水害対策計画（素案）で重点整備地区として挙げている「橘

地区」、「朝日地区」、「北方地区」において住民説明会を開催した。

＜説明会日程＞

・橘地区  ：令和7年2月7日（金）19時～

・朝日地区：令和7年2月12日（水）19時～

・北方地区：令和7年2月14日（金）19時～



【朝日地区説明会】

◇日時：令和7年2月12日（水）
（19:00～20:00）

◇会場：武雄市朝日公民館

◇対象：朝日地区

◇住民参加者：16名

【北方地区説明会】

◇日時：令和7年2月14日（金）
（19：00～20:00）

◇会場：武雄市北方公民館

◇対象：北方地区

◇住民参加者：15名

【橘地区説明会】

◇日時：令和7年2月7日（金）
（19：00～20：30）

◇会場：武雄市橘公民館

◇対象：橘地区

◇住民参加者：23名

重点整備地区における住民説明会の開催状況
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〇六角川流域水害対策計画（素案）について、重点整備地区である「橘地区」、「朝日地区」、「北方地区」の3会場で住民説明会を開催し、延べ54人が
参加。

＜主な意見＞

○東川排水機場のポンプを増強すれば、浸水被害が防げるのではないか。
○大きな事業を進めるのに時間を要するのは理解できるが、六角川の水位がそれほど
上がらないような雨でも橘町は浸水するため、高頻度降雨の対策として、東川の水位
を下げるような目に見える対策をしてほしい。

○沖永地区が遊水地となり、浸水しやすい土地となることに地域住民は納得しないと思う。
もう少し地域住民と意見交換をしてもらわないと困る。

○朝日地区に堤防ができることによって県道24号線の再整備も行われるのか。
○既存の高橋川、中野川は埋めるのか。埋めるのであれば地下貯留施設を入れて埋め
ればよいのではないか。

○洪水時は高橋から久津具に多量の水が流れてくるため、高橋川の堤防整備を進めて
ほしい。

○高野農地から川添川排水機場へ流れる水路が狭いため、問題となる水路を拡幅し、川
添川排水機場に水が集まりやすくしてほしい。

○大潮と集中豪雨が重なった時でも排水可能か。 
○ため池の治水活用は、六角川左岸だけでなく、右岸でも活用しないのか。



パブリックコメントの実施結果（意見の整理）
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〇パブリックコメント期間中、計画（素案）に対し、意見箱への投函、メール、郵送等での意見が23件、説明会等で出された意見が28件であり、総計51件
の意見をいただいた。

〇意見集約の結果、「河川整備・遊水地」及び「内水対策」に関する意見が多く出された。

意見分類
意見
総数

計画に
反映す
る意見

計画に
含まれ
ている
内容

参考と
する意
見

計画目標 1 1

河川整備・
遊水地

15 4 8 3

内水対策 16 7 3 6

維持管理 3 2 1

流域対策 6 1 4 1

土地利用・
まちづくり

2 2

防災意識
啓発・情報
発信

2 1 1

その他 6 1 2 3

合計 51 13 22 16

1

15

16

3

6

2
2

6

計画目標 河川整備・遊水地 内水対策
維持管理 流域対策 土地利用・まちづくり
防災意識啓発・情報発信 その他

河川整備
遊水地

内水対策
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【パブリックコメントによる意見を踏まえた計画書の見直し内容】



意見
番号

意見方
法

分類 意見の内容 意見への回答

2 意見箱
投函

河川整
備・遊
水地

気候変動の影響による更なる洪水量の増加に備えて、遊
水地の整備が必要となることは理解できるが、遊水地候
補地としている範囲には50戸以上の家屋が含まれるた

め、計画策定前に地区住民に対して十分な説明、不満解
消が必要。

貴重なご意見いただきありがとうございます。

遊水地の詳細な検討にあたっては、地域の皆様と意見交換しながら、
武雄市のまちづくりとも連携して進めてまいります。

6 説明会
等

河川整
備・遊
水地

朝日川の堤防整備をすれば区民が減っていくのでは。
（高橋川の）ポンプ場が完全に作動するのか。

貴重なご意見いただきありがとうございます。

朝日地区の堤防整備については、地域の皆様と意見交換しながら、武
雄市のまちづくりとも連携し、進めてまいります。
ポンプ場については、現状で令和3年8月降雨を想定した場合でも、新

橋の水位により運転停止をすることはなく、稼働し続けられると想定して
おりますが、本計画の整備を踏まえてポンプ排水量の適正化を検討し
てまいります。

7 説明会
等

河川整
備・遊
水地

平成2年の水害後に板橋排水機場が新設され、沖永地
区はR元年、R3年以外の雨で大きな浸水被害は発生し

ていない。遊水地になり、また浸水しやすい土地になる事
について、地域住民は納得しないと思う。また、素案は地
域住民と話し合いをして作成したとあったが、遊水地のこ
とは一切知らなかった。もう少し地域住民と意見交換をし
てもらわないと困る。

貴重なご意見いただきありがとうございます。

治水対策の詳細な検討にあたっては、地域の皆様と意見交換しながら、
武雄市のまちづくりとも連携して進めてまいります。

12 説明会
等

河川整
備・遊
水地

甘久川の固定堰を撤去してほしいと要望しているものの、
地元では反対をする人も一定いるので、住民への説明を
してほしい。甘久公民館周辺は一部宅地化が進んでいて、
床上浸水も懸念されるので、堰の改修は有効だと思う。

貴重なご意見いただきありがとうございます。

甘久川の堰改築については、堰管理者と調整し、地区住民の方々へ説
明の場を設けながら、丁寧な合意形成に努めてまいります。

17 意見箱
投函

内水対
策

東川のポンプ増設を早くしてほしい。
貴重なご意見いただきありがとうございます。

橘地区は重点整備地区の中でも特に浸水頻度が高いため、高頻度の
降雨への対応についても、関係機関が連携して取り組んでまいります。

20 郵送
内水対
策

焼米入江の堤防整備に際し、国道及び鉄道箇所に塀を
設ける場合、景観や見通しが悪くなるため、他に方法が
ないか検討してほしい。

貴重なご意見いただきありがとうございます。

治水対策の詳細な検討にあたっては、地域の皆様と意見交換しながら、
武雄市のまちづくりとも連携して進めてまいります。

計画書の見直しに係る意見及び回答
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※意見番号は資料ｰ4の意見一覧と対応



意見
番号

意見方
法

分類 意見の内容 意見への回答

22 意見箱
投函

内水対
策

東川排水機場のポンプ増強計画を今回計画に追加して
いただき、東川流域の浸水と農地の水害を軽減してほし
い。

貴重なご意見いただきありがとうございます。

橘地区は重点整備地区の中でも特に浸水頻度が高いため、高頻度の
降雨への対応についても、関係機関が連携して取り組んでまいります。

25 説明会
等

内水対
策

昨年7月の大雨時に六角川は6割程度の水位であったが、

橘町は浸水被害が発生した。東川のポンプを増強すれば、
浸水被害が防げるのではないか。

貴重なご意見いただきありがとうございます。

橘地区は重点整備地区の中でも特に浸水頻度が高いため、高頻度の
降雨への対応についても、関係機関が連携して取り組んでまいります。

26 説明会
等

内水対
策

地域別で考えれば、朝日町でポンプを増強し、北方町で
排水機場を新設されている。昨年7月の雨で六角川にま

だ余裕があったのであれば、高頻度降雨の対策として東
川にポンプを設置してほしい。

貴重なご意見いただきありがとうございます。

橘地区は重点整備地区の中でも特に浸水頻度が高いため、高頻度の
降雨への対応についても、関係機関が連携して取り組んでまいります。

27 説明会
等

内水対
策

洪水調整池の整備に期間を要するのであれば、それまで
の対策として仮設でも良いので、東川にポンプを設置して
ほしい。

貴重なご意見いただきありがとうございます。

橘地区は重点整備地区の中でも特に浸水頻度が高いため、高頻度の
降雨への対応についても、関係機関が連携して取り組んでまいります。

28 説明会
等

内水対
策

大きな事業に期間を要することは理解できる。ただ完成
するまでの期間になにもしないではなく、少しでも東川の
水位を下げるような目に見える対策をしてほしい。

貴重なご意見いただきありがとうございます。

ご指摘のとおり、六角川洪水調整池の整備には一定程度期間を要しま
すが、橘地区は重点整備地区の中でも特に浸水頻度が高いため、高頻
度の降雨への対応についても、関係機関が連携して取り組んでまいり
ます。

37 説明会
等

流域対
策

保水性アスファルトの使用など浸透する対策を進める姿
勢を見せてほしい。

貴重なご意見いただきありがとうございます。

保水力を高める取組は重要であるため、取組に反映させていただきま
す。

50 メール その他
字が小さくて判読できない図・表があるので 判読できる
よう図・表を大きくしてほしい。

貴重なご意見いただきありがとうございます。
ご指摘を踏まえ、図表の文字について大きくしました。

計画書の見直しに係る意見及び回答
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※意見番号は資料ｰ4の意見一覧と対応



パブリックコメントを踏まえた計画の見直し（意見番号2,6,7,20）

9

パブリックコメント実施時点 見直し（案）

更新箇所 頁 見直し内容

第4章 特定都市河川の整備に関する事項 42 河川整備については、住民との合意形成を図り、自治体のまちづくりと連
携して進める旨を追記。



パブリックコメントを踏まえた計画の見直し（意見番号12）

10

パブリックコメント実施時点 見直し（案）

更新箇所 頁 見直し内容

第4章 特定都市河川の整備に関する事項 第1節 河川工事の目的、種類及び施工の場所 44 表-4.2に堰改築を追記



パブリックコメントを踏まえた計画の見直し（意見番号17,22,25,26,27,28）

11

パブリックコメント実施時点 見直し（案）

更新箇所 頁 見直し内容

第13章 その他浸水被害の防止を図るために
 必要な措置に関する事項

第2節 計画対象降雨以外のあらゆる降雨への対応 64 高頻度の洪水対応について、記載を追記。



パブリックコメントを踏まえた計画の見直し（意見番号37）

パブリックコメント実施時点 見直し（案）

12

更新箇所 頁 見直し内容

第7章 六角川特定都市河川流域において河川管理者及び下水道管理者以外の者が行う雨水貯留浸透施設の整備その他
浸水被害防止を図るための雨水の一時的な貯留又は地下への浸透に関する事項

47 取り組み内容に、保水性舗装等の活用を追記。
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更新箇所 頁 見直し内容

第7章 六角川特定都市河川流域において河川管理者及び下水道管理者以外の者が行う雨水貯留浸透
施設の整備その他浸水被害防止を図るための雨水の一時的な貯留又は地下への浸透に関する事項

第1節 雨水貯留浸透施設 48 流出抑制対策として、保水性舗装等の活用を追記。

パブリックコメント実施時点 見直し（案）

パブリックコメントを踏まえた計画の見直し（意見番号37）



パブリックコメントを踏まえた計画の見直し（意見番号50）

14

パブリックコメント実施時点 見直し（案）

更新箇所 頁 見直し内容

第1章 六角川特定都市河川流域の現状と課題 第1節 六角川特定都市河川流域と六角川特定都市河川，
六角川特定都市下水道の概要

11 図中の文字を大きく変更。



15

パブリックコメント実施時点 見直し（案）

更新箇所 頁 見直し内容

第1章 六角川特定都市河川流域の現状と課題 第3節 六角川流域の治水事業の沿革 20 図中の文字を大きく変更。

パブリックコメントを踏まえた計画の見直し（意見番号50）



16

パブリックコメント実施時点 見直し（案）

更新箇所 頁 見直し内容

第2章 六角川特定都市河川流域における浸水被害
対策の基本方針

第1節 基本的な考え方 29 図表中の文字を大きく変更。

パブリックコメントを踏まえた計画の見直し（意見番号50）



17

パブリックコメント実施時点 見直し（案）

更新箇所 頁 見直し内容

第2章 六角川特定都市河川流域における浸水被害
対策の基本方針

第1節 基本的な考え方 30 図表中の文字を大きく変更。

パブリックコメントを踏まえた計画の見直し（意見番号50）



パブリックコメントを踏まえた計画の見直し（意見番号50）

18

パブリックコメント実施時点 見直し（案）

更新箇所 頁 見直し内容

第5章 六角川特定都市河川流域において当該特定都市河川の河川管理者が行う
雨水貯留浸透施設の整備に関する事項

45 図中の文字を大きく変更。
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